
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

資料１

近年の災害への対応と教訓について



令和２年７月豪雨による降水状況

降水量の期間合計値
（7月3日～7月15日14時）

降水量の総和
（1982年1月上旬～2020年7月上旬）

順位 期間 降水量の総和 備考

1 2020年 7月上旬 208,308.0mm 令和2年7月豪雨
2 2018年 7月上旬 207,526.5mm 平成30年7月豪雨

3 1985年 6月下旬 199,078.0mm

4 2017年10月下旬 191,532.0mm

5 1990年 9月中旬 191,325.0mm

： ： ： ：

19 2019年10月中旬 137,250.0mm 令和元年東日本台風

1時間降水量の期間最大値
（7月3日～7月15日18時）

1時間降水量50mm以上の発生回数
（1982年1月上旬～2020年7月上旬）

順位 期間 回数 備考

1 2020年 7月上旬 82 令和2年7月豪雨

2 2019年10月中旬 69 令和元年東日本台風

3 1993年 9月上旬 67

4 1998年 9月下旬 66

4 2012年 7月中旬 66 平成24年7月九州北部豪雨

4 2018年 7月上旬 66 平成30年7月豪雨

出典：気象庁ホームページ

○梅雨前線が長期間停滞し、暖かく湿った空気が流れ込み続けたため、西日本から東日本にかけての広い
範囲で記録的な大雨となった。

○全国964のアメダス地点を対象として1982年以降の旬ごとの値を比較したところ、2020年7月上旬に観測
した降水量の総和及び1時間降水量50mm以上の発生回数が最多となった。

1



220

169
145

225

156
140

230

186

110

157

103

188

251

190

295

156

112

256

131

158

94

177

331

275

244

206

173182

356

193

238

194

254

169

209

275
282

237
237

207

257251
269

290

0

50

100

150

200

250

300

350

400
（回/年）

2010～2019
平均 251回

約1.4倍

1976～1985
平均 174回

短時間降水量の傾向

1時間降水量50mm以上の年間発生回数（アメダス1,000地点あたり）

○ １時間降水量50mmを超える短時間強雨の発生回数が増加。

※気象庁資料より作成

：近似直線
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近年の道路災害の状況
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○ 近年の災害の激甚化、頻発化に伴い、復旧に時間を要する災害が増加。

復旧に要する日数の推移（直轄国道の災害箇所）

（％）

＜令和２年７月豪雨の場合＞

熊本県道 ４ヶ月以上通行止め

国道４１号 ４０日間通行止め

国道３号 １４日間通行止め

復旧まで１日以内
復旧まで
２～７日

復旧まで
８日以上



近年の豪雨等における特徴的な被災 【橋梁流失】

深水橋（一般県道小鶴原女木線）熊本県八代市

通行止め継続中（７月４日～）

ふかみ こ づ る は ら め き やつしろ

架設年
適用示方書

1966年
S39鋼道路橋設計示方書

橋長・幅員・
基礎

L=155m、W=4.2m
直接基礎

耐震補強 H8道路橋示方書未対応

○令和２年７月豪雨では球磨川を渡河する橋梁のうち１０橋で上部工が流失。

西瀬橋（（主）人吉水俣線）熊本県人吉市
にしぜ ひとよしみなまた ひよよし

計画高水位より低い位置に架橋

架設年
適用示方書

1967年
S39鋼道路橋設計示方書

橋長・幅員・
基礎

L=174m、W=6.1m
直接基礎

耐震補強 H8道路橋示方書未対応

６２日間通行止め（７月４日～９月４日）

計画高水位に対して桁下余裕高確保

※球磨川本線を渡河する道路橋２２橋のうち１０橋が流失 4



＜河川隣接区間での道路流失：R2.7月豪雨＞

国道４１号 岐阜県下呂市

４０日間通行止め（７月８日～８月１７日）

至 富山県

至 愛知県

飛騨川

げ ろ

○令和元年１０月の台風第１９号や令和２年７月豪雨では河川に隣接する道路の流失や、橋脚の洗掘、
道路区域外からの大規模な土砂崩落が発生。

延長約500m被災

路面高が計画高水位より高い

１４日間通行止め（７月４日～７月１８日）

通行止め継続中（７月１３日～）

高さ120m

幅20m

至 鹿児島市

至 熊本市

佐敷トンネル
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高さ290m

幅50m

至

阿
南
町

至
天
龍
村
役
場

至

阿
南
町至

天
龍
村
役
場

国道３号 熊本県芦北町
あしきたまち

国道４１８号 長野県天龍村
てんりゅうむら

近年の豪雨等における特徴的な被災
【河川隣接区間での道路流失、大規模土砂崩落】

＜道路区域外からの大規模土砂崩落：R2.7月豪雨＞

＜橋脚の洗掘：R1.10月台風第19号＞

法雲寺橋（国道２０号） 山梨県大月市

４７日間通行止め（１０月１８日～１１月２９日）

ほううんじ おおつき
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○令和元年９月の台風第１５号において多くの地点で既往最大風速を更新し、千葉県などにおいて電柱の倒壊・
折損が多数発生。

○最大約 ９３万戸が長期間にわたり停電し、日常生活に支障。

○停電の主な原因は、倒木や建物の倒壊、飛来物による配電設備の故障。

＜電柱の被災状況＞

・１，９９６本※の電柱が破損、倒壊

＜停電の状況＞

・最大停電戸数：約９３万戸※

※総合資源エネルギー調査会電力・ガス事業分科会電力・ガス

基本政策小委員会産業構造審議会保安・消費生活用製品安

全分科会電力安全小委員会合同電力レジリエンスワーキング

グループ

「台風１５号の停電復旧対応等に係る検証結果とりまとめ」（2020

年１月） 資料より

〔千葉県館山市船形〕

〔千葉県千葉市稲毛区作草部町〕 千葉日報HPより 6

近年の豪雨等における特徴的な被災 【電柱倒壊】



昨今の災害を踏まえた対応策
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災害に強い国土幹線道路ネットワークの構築

○高規格道路のミッシングリンクの解消

○高規格道路の暫定２車線区間の４車線化

〇代替機能を発揮する直轄国道の防災対策（高規格道路と直轄国道の連携）

局所的な防災減災対策

○渡河部の橋梁や河川に隣接する構造物の流失等の防止

○レーザープロファイラ調査等の高度化された点検手法等により新たに把握され
た災害リスク等に対する法面・盛土対策

〇道路の高架区間等を津波・洪水からの緊急避難場所としての活用

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）

○災害時の効果的な情報提供（通れるマップ、事前通行止め予測）

○関係者との連絡・調整体制の整備

○沿道民地に立地する電柱の倒壊による道路閉塞の防止

○災害時の道路啓開・復旧における道の駅の駐車場の活用



E3A

水俣ＩＣ

日奈久IC

E3A南九州西回り自動車道
（日奈久IC～水俣IC）
7月4日3時00分上下線通行止
7月4日13時30分通行止め解除

道路被災（通行止め）

道路被災（復旧済み）

通行止め解除区間（南九州西回り自動車道）

※7月6日時点

E3A

至 八代

至 水俣

約１０時間半後
八代～水俣間交通確保

【４車線区間の早期交通開放】 【ダブルネットワークによる交通機能確保】

国道３号 佐敷トンネル起点坑口付近

並行する南九州西回り自動車道（E3A）により約１０時間半後に八
代から水俣間の交通確保

20m

120m
至：熊本市

至：鹿児島市 3

※国道3号は7/4～7/18の14日間通行止め

E3A

（鎌瀬橋流失）

（相良橋流失）

（西瀬橋流失）

（麓橋流失）

（天狗橋流失）

（沖鶴橋流失）

（松本橋流失）

（大瀬橋流失）

（神瀬橋流失）

（丸岩橋流失）

（永椎橋流失）

（糸原橋流失）

溝辺鹿児島空港ＩＣ

E10
えびのＪＣＴ

（坂本橋流失）

（深水橋流失）

横川ＩＣ

E3

E3

人吉ＩＣ

約１１時間後
緊急車両通行確保
約１８時間後
上下線交通確保

約19時間後
上下線交通確保

E3九州自動車道（八代JCT～人吉IC）
7月4日 4時52分 上下線通行止め
7月4日15時30分 下り線通行止め解除

（上り線は緊急車両の通行確保）
7月4日22時30分 上り線通行止め解除

八代ＪＣＴ

E3九州自動車道
（横川IC～溝辺鹿児島空港IC）
7月3日22時47分上下線通行止め
7月4日6時52分下り線通行止め解除
7月4日17時55分上下線通行止め解除

：高速自動車国道（４車線）

九州自動車道 肥後トンネル内（上り）

片側２車線４車線の区間であるため、冠水の無い車線を活用して、約
１１時間後に緊急車両の通行確保、約１８時間後に上下線を交通確保

九州自動車道（横川IC～溝辺鹿児島空港IC）

４車線の区間であるため、下り線を約８時間後に交通解放し、約
19時間後に上下線の交通確保

延長約30m、約400m3流出

8

○九州自動車道では、土砂崩れなどにより大規模な通行止めが発生したが、４車線区間であったことから、被害
のない車線を活用し、早期に交通開放するなど、緊急車両や救援物資等の輸送機能を速やかに確保。

○八代～水俣間では、急峻な山地を通過する国道３号が大規模土砂崩落により通行止めとなったが、南九州西回
り自動車道とダブルネットワークが形成されていたことから、高速道路を活用することで交通機能を確保。

災害に強い国土幹線道路ネットワークの構築
～高速道路の活用による早期交通確保～



災害に強い国土幹線道路ネットワークの構築

○発災後概ね１日以内に緊急車両の通行を確保し、概ね１週間以内に一般車両の通行を確保することを目標とし
て、災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能を確保するため、高規格道路のミッシングリンクの解消及び
暫定２車線区間の４車線化、代替機能を発揮する直轄国道の防災課題箇所の解消を推進。

【暫定２車線区間の４車線化の効果】

【代替機能を発揮する直轄国道との連携の効果】

令和２年７月豪雨
・九州道（横川～溝辺鹿児島空港）において、法面崩落が発生
・４車線のうち被害のない２車線を活用し、約８時間で一般車両の下り線の通行を確保
（約19時間後には一般車両の上下線の交通機能を確保）

九州自動車道（横川～溝辺鹿児島空港）の被害状況

令和元年台風第19号
・大雨のため北陸道で最大11時間の通行規制が発生
・国道８号は法面対策により雨量規制が緩和されて
いたため通行を確保。広域迂回が必要となる、
国道８号と北陸道の同時通行止めを回避

既往の防災対策（国道8号）

一般道（直轄国道）

高規格道路（４車線）

一般道（直轄国道）

高規格道路（未完成）

防災課題箇所

高規格道路が整備されておらず、さらに、
一般道に防災課題箇所が存在

４車線の高規格道路と防災課題箇所が
ない一般道により、強靭で信頼性の高い
ネットワークを構築

災害に脆弱な道路ネットワーク

・ミッシングリンク解消
・暫定２車線区間の４車線化
・一般道(直轄国道)の防災課題解消

災害に強い国土幹線道路ネットワーク

被災箇所位置図

平成30年７月豪雨
・大規模な土砂崩落により広島呉道路が長期通行止め
・並行する国道31号も同時に被災したものの5日後に
応急復旧を完了し、一般車両の交通機能を確保

迂回路の整備状況

至

呉
市

至

広
島
市

広島呉道路

ＪＲ呉線
国道31号

迂回路

広島呉道路・国道31号の被害状況

9
（注）高規格道路については、高規格幹線道路、地域高規格道路（計画路線）

その他計画段階評価等の調査が進捗している路線等をベースに選定
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局所的な防災減災対策
～大規模土砂災害等の対策、河川隣接構造物の対策～

○ 近年の豪雨において、通行止めが長期化した被災事例（橋梁流失や河川隣接区間の道路流失、大規模土砂
崩落）や、レーザープロファイラ調査等の点検手法の高度化等を踏まえたリスクの把握及びその対応が必
要。

道路区域外に起因する
大規模土砂災害が発生 左岸表流水

右岸表流水

集水地形

不安定ブロック

法面吹付工、落石防止網工

令和２年７月豪雨
（14日間の通行止め）

災害箇所におけるレーザー
プロファイラ調査結果 <橋梁流失・洗掘対策>

＜道路流失対策＞

支承の補強・交換や洗掘防止対策

護岸整備等

水流による横力
桁の水没に
よる浮力

洗堀防止対策
（根固め工等）橋脚の洗掘

支承補強・交換

令和2年7月豪雨

令和2年7月豪雨

【大規模土砂災害等の対策】

＜点検手法の高度化等を踏まえたリスクの把握＞

＜対策イメージ＞

【河川隣接構造物の対策】

被災事例（岐阜県 国道４１号） 対策事例（広島県 国道２号）

被災事例（熊本県道） 対策イメージ



○東日本大震災を教訓に道路の高架区間等を津波発生時の緊急避難場所として活用する取組を推進。
○昨今の豪雨災害を踏まえ、地方自治体では洪水時の緊急避難場所の確保が急務。
○道路の高架区間等の活用が可能で、地方自治体から緊急避難場所として要望のある箇所に対し、避難施設等
を整備することで、津波等発生時の住民の安全を確保。
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■和歌山県田辺市 （国道42号）

国道42号

＜整備箇所図・津波浸水想定区域＞ ＜整備状況＞

・整備箇所：田辺市新庄町（国道42号）
・南海トラフ地震による津波の浸水想定：最大9m
・道路高さ：約13m

42

至上富田町

至御坊市

【避難施設の整備事例】

坂路

一時避難
スペース

道路区域に設ける緊急避難施設のイメージ

抽出延長 該当市区町村

高速道路 970km 280

直轄国道 810km 300

計 1,780km 486

■津波・洪水の浸水想定エリアと重複する道路区

間のうち浸水想定より高い道路区間の抽出結果

※重ねるハザードマップ（津波・洪水の浸水想定）および
各道路管理者データにより抽出

※高速道路と直轄国道の該当市区町村には重複あり

【東日本大震災での活用事例】

国道45号

津波を考慮して整備
された三陸縦貫道

釜石山田道路（自動車専用道路）を歩いて避難する住民

＜発災直後＞

局所的な防災減災対策 ～道路高架区間の一時避難場所としての活用～



発災当日より公表 災害復旧活動支援用（非公表） 発災翌日より公表

■熊本県南部周辺通れるマップ ■岐阜県通れるマップ

○令和２年７月豪雨では、ETC2.0の通行実績データや民間プローブデータ等を活用し、道路の通行可否情報等
を掲載した「通れるマップ」を作成しホームページ上に公表。（熊本：発災当日、岐阜：発災翌日）

○さらに、熊本県では、関係機関（自衛隊、警察、消防、災害復旧作業従事者）に対し、主要県道の通行可否
情報、防災拠点の位置、ＳＡ等の緊急開口部等を掲載した「災害復旧活動支援用通れるマップ」を作成・
提供し、救助・救援活動等を支援。

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）
～通れるマップの迅速かつ効果的な提供～

12



〇一部の区間では、強風により事前広報がなく通行

止めとなる区間が発生。

【台風第10号における課題】

【今後の取り組み】

〇暴風域の予測を踏まえ、広い範囲で通行止めが発生
する可能性があることについて、よりわかりやすく
広報を実施。

〇台風第10号の接近に伴い、通行止めが予測される

区間と運行や旅行の計画変更を呼びかけ。

【通行止め予測の事前広報】

○令和２年９月の台風第10号の接近に伴い、高速道路会社において通行止め予測を公表。
○強風により事前広報がなく通行止めとなる区間が発生したため、暴風域の予測を踏まえ、広い範囲で通行止
めが発生する可能性があることについて、より分かりやすく広報を実施する方針。

＜台風第10号における通行止めの予測広報＞ ＜事前広報がなく通行止めとなった区間＞

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）
～高速道路の通行止め予測の事前広報～

13



○ 令和２年７月豪雨被害により国道４１号において河川増水による洗堀で道路流失が発生。
また、隣接する線路の擁壁下部が露出したことによりＪＲ高山線も運休。

○ 国土交通省と鉄道事業者で復旧方針を調整し、高山線の補強を優先的に実施することで、通勤・通学の
交通手段を早期に確保。

○ なお、河川敷地内を道路復旧の施工ヤードとして使用することで、復旧作業のスピードアップに寄与。

ＪＲ高山線 復旧関連作業

モルタル吹き付け作業中

至

名
古
屋

至

富
山

１５日で開通

４０日で
応急復旧
完了

・ＪＲ高山線

・国道４１号

国道４１号 応急復旧完了後

高山線の
復旧工事
を優先

《 被災時 》

鉄道復旧
対策必要範囲

飛騨川

被災延長約500m

至

名
古
屋

至

富
山

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）
～災害からの早期復旧に向けた道路と鉄道等の連携～
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○ 令和２年７月豪雨では、九州地方や中部地方で最大約２万戸の停電が発生。
○ 九州地区では台風第１０号に備え、九州地方整備局と九州電力で予め連絡体制等を構築し、優先啓開
路線等を共有。（最大約４８万戸の停電が３０時間後には約７万戸まで解消）

○ 今後の災害に備え、同様の取組を本省及び各地方ブロックにおいても展開。

[７月豪雨]
・令和2年7月3日

九州地整と九州電力で停電・孤立情報等を共有（発災後）

[台風第１０号]
・令和2年8月28日

九州地整と九州電力で連絡体制を構築（事前）

・令和2年9月1日
九州地整と九州電力で優先啓開路線等を共有（発災後）

[台風第１４号]
・令和2年10月8日

台風第１４号に備え九州地整と九州電力で打合せ（事前）

・令和2年10月9日
国土交通本省と経済産業本省との連絡調整会議を開催（事前）

・令和2年11月
各地方ブロックにおいて連絡体制構築

＜取組経緯＞
災害時の電力復旧に向けた電力及び道路の連絡調整会議

【目的】
・重要なライフラインである電力について、停電等が発生した際の速やかな
復旧を行うため、本省及び各地方ブロックおいて被災状況や復旧に向けた
課題等を共有し、必要な連絡調整を行う。

【開催時期】
・事 前：大規模災害が見込まれることが想定される時期
・発災後：被害状況等が明らかとなる時期（災害翌日を基本）

【体制】

国交省本省レベル

地方ブロック

経産省

整備局 産業保安監督部 電力会社

整備局 産業保安監督部 電力会社

・
・
・

整備局 産業保安監督部 電力会社

倒木による断線及び道路閉塞

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）
～災害時の電力復旧に向けた連絡調整（国交省＆経産省）～
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国道７号 秋田県能代市
（緊急輸送道路）

国道１７６号 兵庫県丹波篠山市
（緊急輸送道路）

民地道路 民地道路

≪参考≫直轄国道の無電柱化状況 （H30年度末）≫
緊急輸送道路【約4.0万km】 ［道路延長約2.0万km×2（上下線）］、高規格幹線道路除く

市街地※１ ［約10,800km］ 市街地外 ［約29,300km］

もともと電柱無し
[約15,200km]

電柱あり
[約13,800km]

もともと電柱無し

[約3,400km]
電柱あり

[約7,400km]

沿道民地に立地
[約2,400km]

※300kmで
無電柱化済

占用者が2者
[約2,600km]

占用者が１者

[約100km]

道路区域内に立地

無電柱化済
[約2,300km※２]

※1：都市計画法におけ
る市街化区域または市

街化区域の定められ

ていない都市の用途

地域

※2：無電柱化済の延長
には、事業中を含む
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○緊急輸送道路沿道の電柱立地状況

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）
～沿道民地に立地する電柱の倒壊による道路閉塞の防止～



○沿道民地における工作物等の設置等に係る新たな仕組み

【 沿道民地の電柱イメージ 】【 沿道民地の電柱が倒壊し道路を閉塞した例 】

・倒壊すると道路
が閉塞する位置

17

民 地道路区域民 地

沿道民地からの工作物等
の倒壊による道路閉塞を
防止する制度が必要

（無電柱化推進のあり方検討委員会での議論）

沿道民地に立地する電柱について、電線管理者及び電線によってもたらされるサービスの利用

者の既存の利益・期待等にも十分に配慮しつつ、防災の観点での新たな仕組みを検討する

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）
～沿道民地に立地する電柱の倒壊による道路閉塞の防止～

国道５５号 高知県安芸市



○ 崩壊現場付近でのヤードが確保できるまでの２日間、道の駅を活用。
○ 駐車場は、道路復旧活動の資機材保管場所として機能。

■道の駅「飛騨街道なぎさ」（岐阜県高山市）
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■被害概要、復旧工事経緯

道の駅
飛騨街道なぎさ

JR高山本線渚駅

JR高山本線飛騨小坂駅

道の駅での資機材保管状況（7月11日）

国道41号復旧工事状況（7月12日）

国道41号復旧工事状況（7月15日）

○ 令和2年7月豪雨により、7月8日に下呂市門坂地区の
国道41号が約500mにわたって崩壊

○ 飛騨川の水位を確認しながら7月10日に現地復旧工事
を開始し、道路崩壊現場付近でヤード（借地）が確保でき
るまでの約２日間、道の駅「飛騨街道なぎさ」を資機材の
保管場所として使用

高山市

下呂市

岐阜県

至 高山

至 名古屋

7/8 7/9 7/10 7/11 7/12 7/13 7/14

道の駅等を活用して資材搬入（２日間）

現場付近でヤード（借地）確保

復旧工事災害発生 工事着手
降雨・水位等確認

国道41号 被災箇所

（下呂市門坂地区）

現場付近ヤード（借地）
7/13～使用可能

■位置図

至名古屋 至富山
国道41号

道路区域
道の駅区域

トイレ

道路情報館
野菜販売所

加工施設

レストラン
物販販売所

駐車場【駐車台数】
普通車：60台
大型車：9台

げろ かどさか

げろ かどさか

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）
～令和２年７月豪雨における「道の駅」の活用事例～



■道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」（北海道大空町）

道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」の災害対応状況

道の駅に停車する救援車両道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」避難状況

暴風雪警報発表地域

オホーツク全域にオホーツク全域に
暴風雪警報が発令

北海道地区道路情報より
（２０１３．３．２の状況）

宗谷～オホーツク～釧根の宗谷～オホーツク～釧根の
広い範囲にかけて

国道･道道共に通行止め

【通行止め区間】
国道７路線、道道５２路線が通行止め
※オホーツク管内の幹線道路の約５割が通行止め

トイレ

至北見市

至網走市

飲食テナント

アンテナショッ
プ

屋内多目的
広場

道の駅区域
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【駐車台数】
普通車：86台
大型車：4台

○ オホーツク地域における吹雪災害により、広範囲にわたって道路の通行止め
が発生した際、一時避難場所として施設を開放。食料の配布を実施。

○ 駐車場は、除雪車等の拠点基地や道路上の立ち往生車両の待避所として活用。

Ｈ２５年３月の吹雪災害及び
それに伴う通行止めの状況

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）
～豪雪時における「道の駅」の活用事例～



○ 一方、防災機能を最大限に発揮するには以下の課題

・ 非常時であっても災害対応専用にできない
・ 防災機能確保のための設備・体制を強化する必要
・ 災害規模等に応じて道路区域外の施設（道の駅の第２駐
車場など）の一体的な活用が有効

20
⇒ 頻発化・激甚化する自然災害に備え、災害時における災害応急対策拠点としての
機能強化のため、道の駅の駐車場を有効に活用する方策について検討

道路冠水に対応する
排水車・照明車の活動拠点

道路崩壊に対応するための
資機材の保管場所

自衛隊の活動拠点

○ 道路における啓開や災害復旧等の拠点に加え、自衛隊の活動拠点等として幅広く活用

豪雪時における
立ち往生車両等の待避所

災害時の効果的なオペレーション（ソフト対策）
～災害時における道の駅の活用事例と今後の検討の方向性～


